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はじめに

当資料の内容は、IBM の現在の意向を示すものです。IBM の製品開発計画は、お客様にお知らせ
することなく変更または撤回される可能性もあります。製品化に関する最終決定はあくまでも IBM の
技術的およびビジネス上の判断に基づいて行われることを予めお断り致します。プレビューにより
IBM の計画および方針を理解していただけます。 出荷開始予定日、価格、発注情報、および契約条
件は、製品の発表時に説明されます。 なお、すでに発表済みの一部の製品が含まれています。製

品情報の詳細は記載された発表レター情報によりご参照ください。

今回お話させていただく内容は、今年から来年初頭にかけて発表予

定の最新版Tivoli OMEGAMON XE製品のご紹介です。様々な機能
強化や機能統合がなされた製品となっていますが、日本での大きなト
ピックスとしては全てグローバライゼーションつまり日本語化がなされ
たことです。資料内に現在入手可能な日本語画面も数ページ記載しま
した。
この機会に是非z/OSシステムのパフォーマンス監視/管理について改
めてご検討いただければと思います。
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本日の内容

Á 各製品新機能及び概要説明
ï OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE for IMS on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE for DB2 Performance Expert on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE for DB2 Performance Monitor on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE for Mainframe Networks on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE for Storage on z/OS V4.1.0
ï OMEGAMON XE on z/VM Linux V4.1.0
ï OMEGAMON XE for Massaging V6.0

Á 統合監視と業務監視

<OMEGAMONを使うとどのようなことができるでしょうか。>
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各製品新機能及び概要説明
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OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0

現時点で、Tivoli OMEGAMON XE on z/OS は、ワークロード・マネージャー、カップリング・ファシリティー、システム間カップリング・ファ
シリティー (XCF)、Global Enqueue、および共用 DASD などのシスプレックス・レベル・コンポーネントを対象とした包括的な情報を、詳
しいシステム・レベル情報およびワークロードと共に提供します。

V4.1.0 の Tivoli OMEGAMON XE on z/OS は、OMEGAMON XE for UNIX System Services on z/OS との統合が意図されており、
USS 環境内のワークロードおよびリソースをモニターできるように機能が組み込まれています。 OMEGAMON XE for USS on z/OS 
は、独立した製品ではなくなります。

新しい OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0 リリースには、以下が組み込まれる予定です。

Á System z プラットフォームに導入される、zIIP プロセッサーの使用およびレポートの新規サポート。
Á シスプレックス全体にわたる zAAP プロセッサー・リソースの使用、実行、および遅延状態による、シスプレックス環境内での対応の提
供。

Á 二重構造のカップリング・ファシリティー・レポートの機能強化。
Á RMF 分散データ・サーバーからカップリング・ファシリティー・データを取得するためのオプション機能。
Á 統合、使いやすさ、およびさらに高度な問題判別のための RMF Monitor III への基本起動。
Á テープ・マウントのアラート機能の TEP インターフェースへの移行。
Á OMEGAMON II for MVS (以前の製品) から OMEGAMON XE on z/OS への主要機能の移行アドレス・スペースおよび詳細な実スト
レージ情報による詳しい入出力速度を含む。

Á Dynamic Workspace Linking (DWL) が、可用性状況およびパフォーマンス統計の統合と、シスプレックス情報のリンクのための他の
TEP アプリケーションへの DWL 機能のために、OMEGAMON XE on z/OS と IBM OMEGAMON z/OS Management Console との
間に提供されます。 DWL により、TEP ユーザー・インターフェースを使用するモニターは、ワークスペース間のリンクを作成して、より高
度な問題判別機能を提供する情報をシームレスに統合することができます。

Á
加えて、OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0 では、日本語への翻訳、製品サポート用の IBM Support Assistance (ISA) プラグインの
提供、問題識別ガイドの組み込み、移行を改善するためのエージェント・バージョン管理の組み込み、TEPS on Linux and AIX の稼働
サポート、および機能、使いやすさ、保守容易性などについてのその他の機能強化の組み込みが行われる予定です。

製品・サービス発表レターより抜粋
(2006.823付)

２００７年1Qの出荷予定
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OMEGAMON XE on z/OS とは
z/OSのパフォーマンス・アベイラビリティーの監視、解析ツール

Vひとつのワークスペース上に複数z/OSの情報を表示
して統合管理が可能

Vデータ解析のためのワークスペースを標準で提供
Vユーザーのカスタマイズにより必要に合わせてレポー
ト、チャートの作成が可能

VOSコマンドの自動発行が可能
Vエクセプションをキーにした自動アクションの実行が可
能

Vエクセプションの履歴情報を保管管理
V z/OS統計情報の履歴情報を提供
V各種アラートの提供
Å Workloads

Å Address Spaces ・ TSO users
Å Started Tasks ・ Batch Jobs

Å Resources
Å CPU ・ Storage
Å Common ・ Paging 
Å Channels ・ DASD
Å Tape Drives

Å WLM
Å Operator Alerts

機能概要
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OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0 新機能

Â zAAP / zIIPレポート
Â OMEGAMON XE for UNIX System Servicesの併合
Â RMF(カップリングファシリティデータ)と統一
Â リアルストレージのレポート

Â テープマウントペンディング時間レポート

Â カップリングファシリティ二重化ストラクチャーレポート

Â アドレス空間のI/Oレートレポート
Â 動的ワークスペースリンク機能
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zAAP / zIIPって何だっけ?

Á zAAP （zSeries Application Assist Processor）
ï zAAPは汎用プロセッサーと非同期に稼動して、IBM 

Java仮想マシン（JVM）の制御下でJavaプログラミン
グを実行します。これにより、汎用プロセッサーに対す
る需要と処理能力要件が緩和され、空いた分を他の
zSeriesワークロードに割り振りなおして利用できます。

尚、OMEGAMONにおいては、
IFA (Integrated Facility for Applications) という表示でzAAP
に関する情報を提供しています。

Á zIIP （System z9 Integrated Information Processor)

ï データベース専用プロセッサー(zIIP)であり、
zIIPを利用することにより、データベース関連処理を専
門に実行するため、汎用プロセッサーの演算能力をよ
り有効に活用することができます。

参考資料
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OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0 (zAAP / zIIP レポート)
CP上のIFAやzIIP
の使用率がグラフ
表示されます。
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OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0 (zAAP / zIIP レポート)
また、独立,従属それぞれ
のエンクレーブ情報も表

示されます。
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OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0 (OMEGAMON XE for USSとの併合)

Á OMEGAMON XE for USSは、UNIX System Services (USS)のパフォーマンス
管理を行う独立した製品でしたが、OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0にこの製
品は併合されます。基本的な機能は全て踏襲しており、かつ一部機能強化して
います。 OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0は、インフラのパフォーマンス管理製
品としてますます機能充実したものに仕上がっております。

Á 次ページの製品機能がそのままお使いいただけます。
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Tivoli OMEGAMON XE for USS

V z/OS上で稼動するUNIX System Service(USS)を
Å リアルタイムに監視

V主な表示 / 監視項目
Å 実行プロセス
Å アドレススペース
Å ファイル
Å カーネル
Å ユーザー
Å その他

V表示 / ヒストリカル収集項目
Å USSアドレス空間情報USSにスレッドを張っている

MVS アドレス空間の稼動状況
Å USS BPXPRM情報USSの起動パラメータ

BPXPRMｘｘの登録内容の表示
Å USSファイル・システム情報
Å 各ファイルのパス、作成・更新時間、ファイルサイズ
等の情報

Å USSカーネル情報
Å USSで稼動している各カーネルの関連情報
Å その他

機能概要
USSの監視、解析ツール



IBM Software Group  |  Tivoli OMEGAMON Updateセミナー

OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0(動的ワークスペースリンク機能)

Á OMEGAMON XE on z/OS V4.1.0で提供しているワークスペース
より、下記製品の関係するワークスペースに直接移動することがで
きます。

ï OMEGAMON XE for SMS on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE fo Mainframe Networks on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE for DB2PM/PE on z/OS V4.1.0

ï NetView (DVIPA, TCP/IP)
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OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0
Á この製品は複雑な CICS システムのプロアクティブな管理を容易にし、パフォーマンスの向上とコストのかかるダウン時間の回避に役
立ちます。フレキシブルで使いやすいブラウザー・インターフェースを使用しているので、Tivoli OMEGAMON XE for CICS on z/OS は、
CICS トランザクションおよびリソースのモニターと管理を助け、問題をできるだけ早く回避または解決するために、障害の状態とイベン
ト分離の迅速な検出を支援します。

Á Tivoli OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0 の新機能は次のとおりです。

Á CICS Web クライアントの URIMAP 要約、グローバル・カウント、および詳細
Á Web サービス詳細、仮想ホストの詳細、パイプラインの詳細、文書テンプレートの詳細のWeb サービス分析
Á 長時間稼働のプロセス、タイプ、名前、コンテナー、アクティビティーの Business Transaction Services (BTS) サポート
Á アプリケーション・パフォーマンス・チューニング用のリカバリー・マネージャー作業単位
Á リカバリー用のエンキュー・プール詳細
Á 現行の CICS 領域、企業 Java 分析レポート、および要求モデルの詳細用の、企業 Java 分析、Corba サーバー詳細項目リス
ト

Á OMEGAMON XE for CICS on z/OS と下記の間でより大規模な System z モニター統合を実現する、製品が提供する
Dynamic Workspace Linking (DWL):

Á - DB2 へのトランザクションを追跡する OMEGAMON XE DB2 Performance Monitor/Performance Expert on z/OS
Á - IMS へのトランザクションを追跡する OMEGAMON XE for IMS on z/OS
Á - Sysplex Coupling Facility 情報へのリンク用 OMEGAMON XE on z/OS 
Á Tivoli Service Level Analyzer (TSLA) 機能の XE インターフェースへのマイグレーション
Á Application Trace Facility (ATF) の OMEGAMON クラシック・コンポーネントへの追加
Á バッチ・ヒストリカル・レポート作成製品でのポスト処理にデータが必要となる場合を除いて、OMEGAMON CICS の定義が不
要になります。OMEGAMON CICS データベース SMF レコードは、IBM 標準に準拠して 255 から 112 に番号が変更されると
ともに、レコード内のデータはバッファーに入れられるため、リソースをより効率的に利用できるようになりました。

Á IBM 標準に適合させるための OMEGAMON CICS SMF レコードの変更

Á ヒストリカル・レポートの作成は、CICS 環境を管理する上で重要な問題です。堅固なヒストリカル・レポート機能として CICS 
Performance Analyzer for z/OS が提供されますが、これはオフラインのヒストリカル・パフォーマンスのレポートと分析用ツールであり、
使用傾向に関して広範囲に CICS のパフォーマンスを分析し、理解できるように Tivoli OMEGAMON XE for CICS on z/OS を補足す
るものです。IBM は、OMEGAMON XE for CICS と CICS PA 間の統合をさらに進めることを発表しました。これは、CICS SMF 110 
パフォーマンス・レコードから追加の OMEGAMON-レコード形式データをサポートすることによって行われます。

製品・サービス発表レターより抜粋
(2006.10.11付)
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Tivoli OMEGAMON XE for CICS on z/OS

CICSのパフォーマンス・アベイラビリティーの監視、解析ツール

V複数CICSサブシステムの情報を統合管理
VCICSパフォーマンスデータを提供

Å CICSリージョン･オーバービュー
Å トランザクション情報
Å 一時記憶域使用状況
Å CICS接続情報
Å DB2サマリーとDB2タスクデータ
Å VSAM情報 など

Vデータ解析のためのワークスペースが標準で提供

Vユーザーのカスタマイズにより必要なレポート、チャートを

作成可能

Å 表テーブルのグラフ化
Å 表テーブル内容の変更/並び替え/フィルタリング等
Å グラフの変更

機能概要
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OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0 新機能

Â 新規ワークスペース(レポート)の追加
Â CICS TS v3.1の機能についての情報の提供

Â アクション機能の追加
Â TS (Temporary Storage), TD (Transient Data)の削除機能

Â 既存ワークスペース(レポート)の拡張
Â ディスパッチャー, ダンプ解析, JVM, MVS TCB, ストレージ, TCP/IPなど

Â サマリー/詳細レポートのレイアウト改善
Â 全ての資源に対してのサマリーレポート追加, サマリーから詳細へのリンク

Â 動的ワークスペースリンク機能
Â 他のOMEGAMON製品へのリンク
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OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0
CICS TS 3.1のためのレポート提供

Á CICS TS 3.1機能について、20を越える新規レポート
ï Business Transaction Services (BTS) Analysis

ï Enqueue Analysis

ï Enterprise Java Analysis

ï Exit Program Analysis

ï Recovery Manager Analysis

ï URIMAP Analysis

ï Web Services Analysis

ï Work Request Analysis
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OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0 (エンタープライズJavaレポート)

CORBAサーバー, トラン
ザクションID, ビーン名等
が表示されます。

DJAR名ごとに状況,HFSファ
イル名などが等が表示され

ます。
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OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0 (Webサービスレポート)

Webサービス名, 状況, 
URIMAP名, コンテナー名
などが表示されます。
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OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0
(動的ワークスペースリンク機能)

Á OMEGAMON XE for CICS on z/OS V4.1.0で提供しているワーク
スペースより、下記製品の関係するワークスペースに直接移動する
ことができます。

ï OMEGAMON on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE for DB2PM/PE on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE for IMS on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE for Mainframe Networks on z/OS V4.1.0

ï OMEGAMON XE for Messaging

ï NetView (DVIPA, TCP/IP)
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OMEGAMON XE for IMS on z/OS V4.1.0

Á Tivoli OMEGAMON XE for IMS on z/OS V4.1.0
この製品は、重要な IMS システムのパフォーマンスとアベイラビリティーの最適化を支援する管理ツールです。 この
ツールは並列シスプレックス環境で IMS システムをモニターする単一点を提供し、カップリング・ファシリティー構造
統計のパフォーマンス、共用キュー・アカウント、データベース・ロック競合、および遅延や故障を未然防止に役立つ、
その他のさまざまな主要 IMS 属性について、レポートを作成します。

Á V4.1.0 の新しい機能には以下のものがあります。

Á Transaction Reporting Facility (TRF) レポート作成機能の精度を高め、CPU レポート・トランザクションの細分性を
ミリ秒単位に向上

Á トランザクションの処理中にアプリケーションによって発行されたすべての呼び出しタイプを、全機能およびファース
ト・パスWFI リージョンで累計し、トランザクションの処理中にアプリケーションによって発行されたそれぞれの呼び
出しタイプの数を表示する、DL/I 呼び出しレポート

Á OMEGAMON の旧コンポーネントからの主要機能のマイグレーション; リージョン専有比率の従属リージョン統計へ
の追加

Á データベース要約、パーティション詳細、および VSAM/OSAM 統計を提供する High Availability Large Database 
(HALDB) のサポート

Á アプリケーションのボトルネックと応答時間の問題を検出して防止できるようにする、モニター活動の DBCTL 詳細ス
レッド・レポート

Á トランザクションのパフォーマンスの要約、処理されたすべてのトランザクションに関する詳細、および IMS Connect 
タスクのオートディスカバリーを提供する機能を拡張する、IMS Connect レポート機能の強化

Á OMEGAMON XE for IMS on z/OS と下記との間でより大規模な System z モニター統合を実現する、製品提供の
DWL:
ï CICS へのトランザクションを追跡する OMEGAMON XE for CICS on z/OS
ï DB2 へのトランザクションを追跡する OMEGAMON XE for DB2 PM/PE on z/OS

製品・サービス発表レターより抜粋
(2006.10.11付)
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Tivoli OMEGAMON XE for IMS on z/OS
IMSのパフォーマンス・アベイラビリティーの監視、解析ツール

V稼動中のトランザクションのレスポンスタイムをリアルタイ
ムに表示

V基準値を越えた場合、ステータス色の変化で通知

V例外事象発生時に、ナビゲーション機能で問題個所を容
易に特定可能

VDB競合が発生した場合、各トランザクションのDBへのア
クセス状態を把握することが可能

V各DB毎にEXCPレートを表示出来るので、DBのDASD
配置を検討する際に、偏りを防ぐなどの参考データとして
利用可能

Vプールの使用率や拡張状況の把握、適切な資源割振り
に情報を活用可能

V IMSの状況やレスポンスタイム等のワークロード情報をヒ
ストリカルレポートで提供

機能概要




